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、

妓
後
起
川
た
の
が
金
聖
歎
枇
注
の
七
十
Ｍ
本
、
即
ち
「
輔
派
才
各
論
が
あ
り
、
叉
文
章
の
一
陣
一
句
に
ぱ
縦
横
同
在
に
曇
短
の
批

孑
北
叩
」
と
秘
し
、
「
小
皿
兼
唯
舌
・
●
企
と
銘
５
つ
、
た
所
の
水
耕
碑
で
あ
評
文
か
水
へ
ま
奴
て
ゐ
一
か
。
文
牽
の
解
削
は
輔
到
駐
極
め
、
《
で
の
紙

乃
・
時
ぱ
山
《
罪
、
の
末
年
、
明
窒
滅
亡
の
祇
前
で
あ
っ
た
。
．
●
小
文
は
‐
北
〃
碇
抜
ぐ
眼
光
に
は
全
く
溌
歎
ｂ
外
な
い
。
』
〈
短
い
評
に
は
「
虎
』

棋
子
一
Ｍ
、
木
傅
七
十
側
、
こ
れ
こ
そ
雌
Ⅲ
稚
の
脈
作
で
あ
一
ハ
、
一
人
」
一
秀
文
」
「
鋪
一
碗
』
「
哨
枠
十
六
」
な
ど
の
如
き
一
室
学

第
七
十
一
Ⅲ
以
後
は
雑
抄
以
巾
の
緬
作
で
あ
っ
て
、
と
ん
で
も
な
い
三
竿
Ｗ
宇
位
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
丁
庇
韮
太
夫
諦
帥
の
三
味
線
弾

●

「
悪
札
」
つ
ま
り
駄
作
だ
と
鰯
し
て
之
を
切
り
総
一
」
た
。
さ
う
し
て
壷
か
掛
詫
幹
一
、
か
け
る
や
う
な
も
の
で
、
こ
れ
か
た
め
に
本
文
に
勢

之
に
附
す
屍
に
聖
歎
の
咋
涯
一
ろ
あ
り
、
宋
史
か
ら
水
涌
關
係
の
が
つ
い
一
」
来
る
。
蕪
し
顕
か
ら
、
う
る
さ
い
と
い
ふ
一
」
の
け
る
蔵

部
分
迩
抄
鋒
し
た
宋
史
繩
及
び
宋
史
Ⅱ
が
あ
り
、
金
聖
歎
一
流
の
ら
そ
れ
迄
で
あ
る
が
、
北
忍
詫
が
韮
四
く
訓
子
を
外
さ
ぬ
や
う
に
行

商
飛
車
な
訓
子
で
土
師
か
鯉
た
、
「
水
浦
体
誠
法
」
が
あ
り
、
萱
た
鮒
く
艇
は
な
か
〃
ノ
、
う
ま
い
も
の
で
あ
る
。
薪
し
か
う
い
多
離
し
い
§

耐
稚
の
脚
序
ま
で
あ
る
。
雌
後
の
も
の
は
一
恭
身
ま
で
も
な
く
金
聖
評
の
仕
方
は
金
聖
歎
か
ら
始
ま
っ
た
と
す
虹
ぱ
猫
災
金
聖
歎
は
一

数
の
あ
く
ま
で
人
遊
唯
つ
た
い
た
づ
ら
で
あ
る
。
し
か
し
何
と
い
和
の
伎
仙
と
伽
へ
て
腓
た
批
評
家
と
側
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
》

多
奇
女
、
怪
文
、
爽
快
丈
で
あ
ら
う
。
一
識
弧
が
す
－
つ
と
な
と
征
楜
子
知
か
塗
っ
て
ゐ
ろ
が
、
い
、
か
に
も
そ
の
辿
り
で
あ
る
。

急
、

ろ
。
ま
こ
と
に
キ
ピ
ノ
、
‐
し
た
、
ざ
謀
し
い
丈
』
隼
だ
ｃ
乏
羅
、
か
ら
金
坐
歎
窄
一
た
び
泄
に
川
づ
ろ
や
、
忽
ち
一
仙
筵
瓜
朧
し
、
在
来

木
女
の
方
は
一
宇
一
川
の
末
に
至
る
ま
で
金
聖
歎
の
息
か
か
１
つ
府
は
れ
イ
｜
ゐ
た
Ｗ
川
本
や
面
二
十
Ｍ
本
の
雌
韮
水
榊
体
ば
兇
る
見

へ
“

て
ゐ
ぁ
。
く
だ
く
だ
し
い
詩
制
や
腓
語
は
悉
く
之
註
削
り
表
つ
る
う
ち
に
形
と
薄
く
し
、
い
つ
し
か
↓
全
く
市
場
、
か
ら
駆
逐
》
ご
伽
て

Ｑ
Ｇ

た
。
拙
劣
芯
字
刷
は
悉
く
之
諾
側
改
し
た
。
し
か
も
征
阿
の
一
初
に
．
し
ま
っ
た
。
人
・
ほ
水
減
徳
と
し
云
へ
ば
即
ち
こ
の
七
十
Ｍ
．
本
し
か

一
八
三
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今

知
ら
な
く
な
っ
た
。
お
薩
で
今
Ｈ
で
は
水
瀞
仰
の
版
本
職
満
が
大

冊
折
っ
て
わ
か
ら
ん
と
ノ
Ｉ
１
云
つ
一
」
を
ろ
・
・

さ
て
、
金
聖
歎
と
は
ど
ん
な
男
か
。
・

聖
歎
、
姓
は
金
、
名
は
人
端
は
〈
縣
の
人
。
（
も
と
張
采
、
字
論

采
と
い
ひ
、
後
に
金
姓
に
改
め
た
と
い
ふ
説
は
誤
り
ら
し
い
。
）

生
れ
た
年
は
よ
く
わ
か
ら
ぬ
が
、
順
治
十
八
年
（
康
煕
元
年
）
殺

さ
れ
た
時
五
十
齢
戯
で
あ
っ
た
か
ら
へ
明
の
禽
儒
三
十
年
か
ら
川

十
年
ま
で
の
間
に
生
れ
た
．
と
兄
亡
よ
い
。
先
裁
李
車
吾
が
迩
州
の

獄
中
で
自
匁
淀
遂
げ
た
の
は
謝
暦
三
十
年
の
頚
で
あ
る
。
金
聖
歎

ほ
ほ
算
七
れ
と
入
れ
巷
り
に
こ
の
枇
に
生
れ
州
て
ゐ
ろ
わ
け
で
あ

る
。
幼
く
し
一
」
家
は
貧
し
く
、
親
戚
も
少
か
つ
た
。
病
戴
勝
ち
で

孤
猫
だ
っ
た
。
財
奴
を
捕
獺
し
、
友
髄
と
亜
ん
す
る
性
格
ほ
か
う

し
た
環
境
か
ら
來
て
ゐ
よ
う
。

１
１
以
下
は
金
聖
歎
自
身
が
水
滞
体
自
庄
一
毛
云
っ
て
ゐ
る
ｃ

と
だ
か
ら
、
例
に
よ
つ
一
」
ど
こ
ま
で
・
李
氣
で
間
い
一
」
よ
い
か
わ
か

ら
ぬ
が
、
彼
は
十
歳
の
と
き
郷
熟
に
入
り
、
川
評
逓
授
け
ら
師
た

’
"

’

I

一
八
四

が
、
一
向
そ
の
良
さ
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
翌
年
飛
家
の
た
め
退

熱
、
捕
脈
で
は
法
華
経
、
つ
い
で
離
騒
を
恥
試
し
た
。
離
騒
は
兇

佃
れ
ぬ
字
が
多
く
て
好
き
は
好
き
だ
が
よ
く
わ
か
ら
ぬ
。
、
わ
か

ら
ぬ
催
に
そ
の
一
句
耐
何
を
記
誠
し
た
Ｕ
法
乖
経
や
史
記
は
ず
つ

』
。
■

と
わ
か
り
易
い
。
し
か
し
そ
れ
と
て
十
分
誼
み
こ
な
せ
る
税
度
に

至
っ
て
を
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
十
二
の
と
き
水
滞
体
と
談
ん

だ
、
そ
れ
ば
批
華
堂
所
減
の
「
古
本
」
で
あ
る
。
（
災
華
厳
と
は
㈱
〆

彼
の
友
人
韓
住
字
刷
昌
の
法
號
で
参
ｅ
朝
と
た
く
夜
と
な
く
、

。

と
れ
症
抱
い
て
愛
談
し
、
つ
ひ
に
日
夜
手
妙
し
、
謬
っ
て
自
ら
評

輝
し
、
四
五
六
七
八
月
を
膝
て
事
方
め
て
竣
ろ
、
‘
１
１
即
令
っ
水
瀞

傳
の
批
評
を
以
て
彼
士
一
族
の
時
の
作
と
稲
し
て
ゐ
る
か
、
勿
論
．

●

こ
れ
は
金
聖
歎
流
の
物
の
青
ひ
方
で
あ
る
。
自
序
三
の
脚
附
は

扉
罪
帝
栄
祓
十
Ｗ
年
二
〃
十
五
日
一
と
あ
る
か
ら
、
ま
づ
三
十
歳

前
後
の
畔
の
作
と
見
一
」
よ
か
ら
う
。

〆

や
が
て
明
朝
が
亡
び
る
。
彼
は
こ
の
大
鍵
に
識
ひ
、
意
〃
』
仕
進

に
絶
ち
、
一
枇
の
鋤
ね
新
と
し
て
枇
を
内
服
秘
す
』
っ
や
う
に
な

〆
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‘
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伽
抑
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１

・
佛
沓
が
好
き
で
、
友
人
に
燗
が
多
い
。
世
Ｑ
渉
學
者
如
莚
沌
烈

に
典
準
し
、
・
自
分
の
家
に
商
座
を
砿
け
て
仰
典
の
癖
垂
ご
や
っ

た
》
そ
の
経
と
一
‐
坐
目
虻
三
味
」
、
二
肴
つ
け
、
稲
本
は
絶
封
秘
密
‐

に
し
て
人
に
処
せ
砲
。
商
座
に
上
る
て
ビ
ン
ノ
ー
辿
る
笠
で
楢

舞
数
頁
蝋
画
、
一
切
の
經
史
｝
寸
柴
、
菱
師
訓
噛
樺
辺
内
外
の
諮

典
、
沙
巳
稗
官
野
史
、
《
九
葬
一
ハ
塗
に
記
戦
す
る
所
の
も
の
、
・
何
一
つ

と
し
て
歯
級
に
供
せ
ら
れ
ぬ
は
な
く
、
縦
横
顛
倒
、
‐
し
か
も
一
以

て
之
莚
批
く
。
座
下
の
縦
白
凹
衆
は
疎
腱
脹
拝
し
一
」
、
未
曾
有
と

歎
じ
た
と
塵
燕
の
一
金
塑
歎
徳
」
に
雪
つ
一
」
ゐ
る
。
不
純
奔
放
、

〃
ず

也

狂
紙
じ
み
た
才
人
。
極
端
に
反
俗
的
で
あ
っ
た
。
鯉
教
逓
無
脱

し
、
人
の
や
ら
ぬ
蕊
を
送
り
好
ん
で
や
ら
う
と
す
る
。
あ
る
本
に

彼
は
犬
の
肉
症
し
ゃ
ぶ
り
乍
ら
お
経
を
識
じ
た
と
沓
い
て
あ
る
。

中
傷
の
荷
か
も
知
れ
ぬ
。
だ
が
一
’
坊
主
か
犬
の
脚
を
食
っ
た
っ
て

何
の
悪
か
ら
う
」
と
水
滞
の
批
緋
に
書
い
て
ゐ
る
所
か
‐
ら
兄
る

Ｐ
④

と
、
或
は
随
分
や
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
又
好
ん
で
政
事
に
わ
た

り
、
淵
椎
を
否
定
す
る
や
う
な
事
も
言
ふ
し
、
男
女
間
の
色
慾
の

P

●

L

勺

、

Ⅲ

Ｍ

』

■

９

回

Ｆ

ｌ

事

に

就

い

て

も

、

人

の

敢

て

い

は

い

川

筵

・

ず

ぱ

ｊ

、

１

．

両

っ

て

つ

け

る
。
酒
は
い
け
な
か
っ
た
ら
し
い
。
「
金
聖
欺
縛
」
に
は
飲
酒
を

好
む
と
あ
る
が
、
ま
ち
が
ひ
だ
。
水
称
六
十
一
四
の
誹
注
兄
乃
が

よ
い
。
間
ら
下
戸
で
あ
る
こ
と
を
告
口
し
て
礎
念
が
っ
て
ゐ
る
。

／

白
面
の
ま
典
群
抑
ひ
の
言
ふ
や
う
な
二
と
莚
蝿
け
ノ
、
吐
く
所
が

面
白
い
で
は
な
い
か
。
唐
伯
脆
以
来
の
呉
中
名
士
の
縛
就
た
る
放

誕
風
流
の
風
氣
は
、
金
坐
歎
に
至
っ
て
極
ま
っ
た
と
蓋
へ
る
。
恰

も
人
心
駁
然
た
る
飢
枇
で
も
あ
っ
た
。

順
流
六
年
・
一
聖
人
干
案
１
－
莚
響
く
。
こ
れ
は
袈
雄
鋒
か
ら
二
十

五
川
を
抄
し
一
」
批
抜
し
た
も
の
だ
。
つ
づ
い
て
一
↓
法
韮
維
画
間
，
一
‐

「
法
華
三
味
‐
三
笠
戎
三
味
」
そ
の
他
多
く
の
著
沓
莚
な
し
た
が
、
《

今
は
大
抵
散
伏
し
た
。
順
流
十
三
年
錐
六
才
子
書
凹
湘
記
の
批
誹

完
成
上
梓
・
水
称
で
や
っ
た
の
と
全
く
側
じ
流
儀
で
、
一
崎
粘
彩

あ
る
批
注
と
行
ふ
と
同
時
に
、
草
椛
驚
夢
で
断
り
、
第
五
折
は
關

洩
卿
の
練
本
で
あ
っ
て
悪
札
で
あ
一
つ
と
脇
倒
や
曲
文
も
例
に
麩
つ

む
ｂ

て
自
山
に
改
蹴
を
施
し
た
。
以
後
四
脚
組
と
い
へ
ば
即
ち
こ
の
弟

I
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、

、

虎

彼
が
柳
罪
嵯
塵
せ
ら
れ
た
腺
肘
は
、
茜
生
、
二
貧
官
浦
史
、
二
の
抗

〃
●

報
の
・
・
挫
鳫
描
き
込
誤
れ
た
鰯
で
あ
る
。
い
ば
噌
っ
一
染
噸
班
粒

巣
一
。
↓
て
の
前
半
の
十
二
月
、
蘇
州
の
知
瞬
と
な
っ
て
滴
任
し
た

脈
維
初
な
る
我
峠
か
可
獄
排
水
を
は
し
い
零
上
に
し
た
の
で
、
土
地

〆
の
人
迂
睡
一
尺
の
巫
寸
に
至
る
ま
で
不
平
を
快
い
壬
と
っ
た
Ｊ
十

／

・
ハ
年
二
凡
祉
叫
崩
鳴
巡
捺
氷
幽
病
以
下
、
幕
と
談
け
て
尖
慨
し

た
。
Ｍ
〃
四
日
識
生
臼
餘
人
、
文
幽
に
川
じ
く
炎
し
、
机
從
鼻
者

千
除
人
に
至
り
、
號
呼
す
る
う
ち
、
つ
ひ
に
任
維
初
に
封
す
る
不

干
か
爆
發
し
て
大
駁
ぎ
と
な
っ
た
。
巡
撫
大
い
に
嫉
き
、
部
下
に

命
じ
一
』
抽
緋
せ
し
め
た
と
こ
ろ
、
そ
の
大
部
分
は
逃
け
、
う
ち
性

．
か
に
侃
川
壷
以
下
十
一
人
だ
け
揃
っ
た
〕
中
央
雛
祭
宮
の
訊
問
に

鋤
し
、
巡
撫
知
僻
は
巧
み
に
罪
と
諸
生
に
卿
嫁
し
・
た
。
折
悪
し
く

倫
も
金
竣
に
欽
逆
事
件
が
起
り
、
鋲
江
も
不
稚
な
愉
勢
に
在
っ
た

で
、
そ
の
城
ぎ
の
蘇
州
に
煮
で
飛
火
す
る
こ
と
を
恐
恥
た
中
央

政
府
は
、
瓶
紬
主
我
を
以
て
伽
む
こ
と
に
沢
し
、
右
の
十
一
人
を

く
市
求
鳴
涯
逵
せ
し
め
た
。
そ
の
際
、
藤
州
附
雛
敷
捜
稚
典
蒼

’

ノ

■
■
■
■
■
■
■
Ｋ
Ｅ
■
■
■
■
■
■
ｑ
Ⅱ
Ｉ
ｑ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
‐

Ｆ

金

、

、

タ

●

な
る
も
の
、
金
廻
歎
と
丁
子
倖
の
二
人
を
も
こ
れ
が
辿
呆
・
底
り
と

グ

巾
立
一
」
た
爲
、
こ
の
二
人
ま
た
南
求
に
進
ら
恥
左
。
聖
歎
か
か
つ

て
衆
を
糾
合
し
て
剛
に
失
し
、
又
「
炎
吻
丈
，
一
を
作
っ
た
の
が
胴

を
、
な
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等
は
す
べ
て
十
八
人
、
そ
恥
に
逓
製
狸

江
の
犯
人
向
二
十
一
人
、
み
な
叛
乱
紘
挫
非
に
川
は
れ
、
順
宿
十

八
年
七
川
十
三
日
Ｕ
時
、
，
南
求
三
山
街
で
斬
罪
に
塵
せ
ら
れ
た
。

金
聖
歎
の
一
家
は
悉
く
淡
收
、
モ
の
斐
丁
は
率
・
画
塔
に
流
さ
師

〃

、

た
。

、

．
聖
歎
が
死
ぬ
ろ
前
に
獄
叩
か
一
ｂ
妻
に
宛
て
た
手
紙
が
僻
へ
ら
郡

て
ゐ
ろ
。
文
ば
本
に
よ
っ
て
小
異
が
あ
る
が
「
汝
吸
至
揃
也
、
緒

波
至
・
惨
也
、
Ⅶ
没
歎
以
雌
怠
得
之
、
大
奇
。
藩
朝
廷
布
舷
令
、
猶

●

可
机
兄
．
不
然
、
死
交
。
」
つ
ひ
に
一
笑
し
て
刑
を
愛
け
た
と
い

ふ
。
い
か
に
も
彼
ら
し
い
並
期
で
あ
る
ｂ

●

己
の
や
う
な
性
絡
を
も
ち
、
こ
の
や
う
な
生
涯
と
送
っ
た
。
彼

の
文
堆
は
亦
灘
に
そ
肌
に
ふ
さ
は
し
い
◎
在
に
キ
ビ
‐
＃
１
”
し
て
ゐ

る
。
秋
獅
烈
ｕ
の
や
う
に
鋭
く
人
の
胸
に
辿
る
鍼
辿
が
曹
勾
。
あ
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く
歩
黒
」
反
併
的
で
、
凡
裕
矛
頭
ご
な
し
に
や
っ
つ
け
る
。
寸
鐡
人

を
殺
す
や
う
な
生
糞
し
い
文
字
を
使
ひ
、
人
の
意
表
に
出
で
た
諭

法
で
、
人
２
両
ひ
得
な
い
茎
一
両
は
う
と
も
恩
は
な
い
事
を
大
鵬
不

Ｊ
凸
Ｆ

敵
に
ズ
寺
〈
‐
リ
ノ
ー
言
っ
て
の
け
ろ
。
魔
に
浦
快
だ
。
一
‐
で
き
も
の

か
何
か
川
来
た
時
恒
、
門
を
閉
し
《
自
分
で
執
務
と
ぶ
つ
か
け
て

と
を
焼
き
た
だ
ら
せ
洗
ひ
な
か
し
て
し
ま
ふ
の
も
、
亦
快
な
ら
ず

や
‐
｜
と
彼
は
云
う
て
を
ろ
・
が
、
。
丁
度
そ
の
や
う
に
・
金
聖
歎
の
文
薫

幸
一
よ
む
と
本
自
分
が
忠
ひ
き
り
脇
し
ら
れ
一
」
ゐ
島
に
拘
ら
ず
、
へ

ん
に
瓶
快
で
面
白
い
Ｊ
お
そ
ろ
し
い
脆
力
を
持
っ
た
怪
文
非
疲
は

苔
い
た
。
中
に
は
何
と
も
知
れ
ぬ
庇
理
浦
も
随
分
あ
馬
が
、
そ
れ

＼

と
博
引
毎
識
、
潜
迂
茂
寓
一
両
た
て
つ
ど
け
に
一
鍼
吋
成
に
述
べ
立

て
て
ゐ
る
の
を
よ
む
と
、
何
か
よ
４
わ
か
ら
ぬ
乍
ら
や
っ
ぱ
り
面

口
や
・
披
は
鬼
面
人
を
驚
か
す
こ
と
が
大
好
き
だ
。
人
と
賜
鹿
に

じ
た
や
う
な
こ
と
・
と
ぬ
け
‐
，
＃
、
と
書
く
。
〈
、
ア
又
例
の
手
だ
な

と
思
っ
て
強
む
が
い
や
つ
縦
り
而
向
い
。
前
に
も
云
っ
た
が
施
耐

椎
Ｄ
名
塗
以
一
』
譜
い
た
水
締
傳
の
序
は
彼
の
代
表
的
文
求
と
い
つ

便

可
飼
■
‐
’
１
１
１
ｌ
ｂ
■
■
■
■
■
■
１
■
■
■
■
■
１
１
１
０
０
■
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
’
’
０
０
，
１
－
１
１
Ｉ
７
ｊ
ｈ
Ｉ
Ｉ
４
ｐ
■
■
１
Ⅱ
Ⅱ
１
１

と
こ
ろ
で
《
一
の
蛇
坐
歎
は
水
狩
傳
を
ど
う
取
扱
っ
た
か
。

金
聖
歎
は
性
椿
的
に
、
前
人
の
説
に
異
辛
と
立
て
ね
ば
我
挫
の
出

，
来
ぬ
男
で
あ
る
。
愉
而
の
日
標
は
李
卓
吾
本
、
ま
づ
以
て
こ
れ
を

打
倒
せ
ね
ば
な
ら
砲
。
そ
の
鰯
に
彼
は
例
の
「
批
北
縦
古
本
」
と

稲
す
る
七
十
Ｍ
本
傘
と
で
っ
ち
上
げ
た
の
で
あ
る
〕
そ
ん
な
古
本
な

‐
ん
て
麓
際
あ
り
は
し
な
い
。
百
Ｍ
本
や
百
汁
川
本
と
比
較
對
照
し

て
み
れ
ば
す
ぐ
わ
か
る
こ
と
だ
。
徴
時
の
人
も
よ
く
金
坐
歎
の
カ

ラ
ク
リ
は
知
っ
て
ゐ
た
。
周
充
工
剛
く
、
「
最
近
金
聖
歎
か
七
ト

ロ
一

例
か
ら
後
は
雑
の
縦
作
だ
と
断
じ
、
そ
こ
で
口
を
極
め
て
雑
を
趣

り
、
ま
た
雌
の
序
と
偽
作
し
て
前
に
く
っ
つ
け
た
。
か
く
て
此
沓

は
遂
に
施
の
作
と
い
ふ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
」
し
か
も
、

金
聖
歎
が
川
到
な
征
怠
を
以
て
補
綴
工
事
を
行
っ
た
袴
に
も
拘
ら

ず
、
例
へ
ば
七
十
Ｍ
の
妓
後
、
庵
俊
装
の
悪
夢
の
一
段
を
偽
作
し

て
巧
み
に
結
ん
で
ゐ
る
が
、
Ｉ
Ｉ
こ
れ
と
て
金
聖
歎
好
み
の
夢
と

以
七
界
を
切
ら
せ
｝
」
例
の
岬
繊
綜
妙
筵
忽
ら
ふ
や
り
か
た
で
、
側

＆
命

て
よ
い
。
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爆 、 で 舜 ひ 括 坐 時 ‐ 湯 弓 ． 「 一 守 湯 一 価 』 （ 山 一 ） 《

荻 何 Ａ 澤 作 で 画 鷲 。 妄 ｓ 閉 ‐ 戸 菅 “ “

‐ 鑿 百 Ｊ 時 “ 八 音 嫌 ‐ 馬 斗 裁 が ， 藍 ・ 熊

諜 催 鳶 国 営 害 が 。 ダ ｅ 鷲 “ 龍 海 酎 ・

丙 鐸 １ 〆 。 《 歪 Ａ 津 Ｊ ・ 岬 ・ 三 什 麗

・ 簿 戦 酬 宝 計 霞 唐 呑 辞 献 亜 苦 』 差 ・ ｓ ザ

ノ

ダ ｓ ＋ 》 吟 で 一 琴 － － ， ３ ， 軒 Ａ 之 ． ｓ ・ 雲 ． 酎 戸

や 簿 亘 域 汁 何 三 罰 。 勢 葭 宮 毒 ㎡ ， 鷺 何

． ヤ 陰 眞 汁 橦 習 衿 打 三 ｓ 潅 苦 』 崇 惠 ・ ロ 作

馴 戟 議 際 ・ 苔 ． 耳 ． 。 Ｈ 侭 詩 苓 ４ 汗 門 江 華 詳” ｕ ｂ グ 昏詞 冒 再 《 ず 鳶 芸 師 寺 詩 鄙 吾 、 簿 師 ・ 獄 曇

ヴ ヘ ー ｗ 庫 一 ‐ ・ 敏 ひ 減 一 一 一 急 葺 酎 ｓ 詞 ‐ 計 ． 三 ダ 、 雪撰 ｓ 》 苓 ・ 藤 玩 号 Ⅱ 或 欺 丙 当 で 戦 託

而 坪 圭 吋 、 Ｊ ｒ 暮 岬 ハ ‐ 一 ・ ぼ ご 漆 び 八 劃 鮒触 雪 八 汁 。 辰 ３ で 一 三 当 伊 ご 琴 ご 一 謬

割 汀 ・ 崎 蓑 苧 姜 罰 八 斜 が 膳 ・ 萱 が 一 寺

で 拝 び 誰 作 灘 １ 口 や 詞 打 泳 ・ 型 砂 、 。 片 。

蹄 岫 諦 恭 罪 誇 搾 戸 辨 詩 幸 三 ↑ 諭 ・ 罎 鄙 郡叶 辮 舜 当 凄 感 叶 汁 》 祇 舜 若 〃 、 蕊 哨 心

今 漱 で ダ 両 ｓ 砂 与 ｓ 煎 ・ ざ ｓ 印 馨 寸 耐ヰ 《 ａ 堅 ↑ 琴 ぴ い 言 ４ ・ 己 苦 闘 ・ 伊 汁

当 輝 。 ｊ 言 。 割 詳 一 厳 峨 ・ 何 － 一 ＃ 藍 豆 員 吋

冨 践 捗 § 汁 畔 今 鷲 岬 ぶ ご 苫 ・ 古 而 鷲 題 ．

三 。 が 。 崖 膳 砂 澪 苧 黙 三 ‐ 一 ， 華 『 鑿 ●

噸 萱 。 岬 一 難 澤 甑 ハ 炉 、 嘉 打 三 嗜 刷 ’ 八 〕 へ 可

弄 ４ ‐ 行 Ｓ Ｆ 再 岫 映 ・ Ｉ 綴 ↑ Ｑ 涼 ‐ 、 寓

計 び ‐ 一 ， 熟 “ 岬 シ 祥 鳶 。 心 再 、 戯 〃 卉苧 苧 三 打 蔑 Ｓ 誌 滿 河 “ 八 Ｏ 費 謀 Ａ

Ｊ ① 更 再 畏 曇 。 畝 骨 、 更 琴 ・ 義 寺 定

蒔 作 、 窯 古 ｓ 謀 営 古 説 ． Ａ 毎 打 祷 認 熊
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1
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｈ
【
『
■
Ⅱ
竹
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
６
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

、

，
、
町
ば
ん
と
欲
す
る
命
題
が
あ
っ
た
の
で
ば
な
か
っ
た
か
。
」
け
鼬
。
」
・

こ
こ
に
於
て
、
従
来
の
水
詩
体
は
性
格
的
に
特
し
き
鍵
貌
花
な
自
干
Ⅲ
本
楊
定
兄
の
「
小
引
一
に
も
、
李
卓
昔
の
排
を
体
へ

す
に
至
っ
た
。
梁
山
の
忠
臣
義
士
は
、
今
や
一
郷
し
一
」
雛
賊
の
群
た
人
と
稲
す
る
哀
無
涯
の
一
両
を
引
い
て
ゐ
ろ
。
曰
く
．
、
「
水
瀞
に

、
と
化
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
水
耕
体
に
柾
す
る
に
「
忠
淀
」
・
し
て
出
韮
な
り
、
忠
義
に
し
て
水
滞
な
り
。
」

２
季
と
以
て
し
、
水
涌
傅
は
こ
の
故
に
こ
そ
郷
ふ
く
き
で
あ
る
亘
一
十
Ｍ
本
の
「
發
凡
」
に
云
ふ
。
・
而
心
義
な
る
も
の
は
、
洲

●
申

Ｌ
」
な
す
繩
に
對
し
て
、
余
聖
歎
は
全
伽
的
に
反
鋤
す
る
わ
け
で
あ
に
邪
へ
友
と
虚
す
る
の
蒋
き
物
な
り
。
不
忠
不
誰
な
ら
ば
、
そ
の

ろ
。
．
人
生
く
る
と
雌
も
す
で
に
朽
ち
、
そ
の
言
美
な
り
と
雌
も
仰
ば
ら

、
一
§

李
卓
正
皿
は
忠
韮
水
耕
傳
序
に
い
ふ
。
「
水
職
僻
は
、
發
恢
の
作
↑
ず
〕
と
の
一
両
八
人
は
、
忠
義
の
山
林
に
聚
り
し
折
な
り
。
こ
の

な
り
。
…
…
施
維
二
公
、
身
は
元
に
在
》
・
も
、
心
は
末
に
在
り
。
百
緋
凹
は
、
忠
義
の
張
雛
に
兄
は
れ
し
新
な
り
。
之
逓
正
史
に
夫

元
の
日
に
生
る
と
雌
も
、
礎
は
末
の
事
を
吹
為
。
こ
の
故
に
、
二
ひ
て
、
之
逓
稗
宙
に
求
め
、
之
を
衣
冠
に
矢
ひ
て
、
之
遼
草
野
・
吟

帝
の
北
狩
莚
憧
り
て
は
則
ち
大
い
に
遼
を
破
れ
る
と
孵
し
て
以
て
求
む
。
蓋
し
以
て
飛
子
を
動
か
ｔ
、
小
人
を
し
工
亦
僻
り
て
似
ィ
。

そ
の
慨
を
洩
ら
し
、
南
波
の
布
安
を
慨
り
イ
成
川
も
方
臘
を
減
せ
室
そ
の
私
逓
行
ふ
を
神
ざ
ら
Ｌ
む
。
故
に
李
氏
復
た
『
惚
義
』
の
二

両

丑
『

恥
盈
、

ろ
を
稲
し
て
以
て
そ
の
慨
を
池
ら
す
。
唾
』
間
・
侭
を
洩
ら
す
苛
宇
を
加
念
以
あ
る
か
な
。
」
↑
↑

『

』

署

〕

、
は
誰
ぞ
や
。
則
ち
前
の
Ｈ
水
瀞
に
州
聚
せ
し
所
の
磁
人
な
り
李
之
金
聖
歎
は
水
狩
傳
逓
以
て
發
恢
の
作
で
あ
る
と
す
。
の
筵
否
沌

を
忠
義
と
洲
は
ざ
ら
ん
と
欲
し
て
不
可
な
り
。
こ
の
故
に
施
誰
一
し
、
又
梁
山
汕
の
徒
を
虹
て
忠
憶
義
士
と
な
る
読
逓
至
剛
的
に
否

／
．
』
今
グ

公
は
水
耕
を
僻
へ
て
、
而
し
語
偲
た
叫
韮
筵
以
て
そ
の
稗
に
譜
づ
定
す
扇
。

』
、
一’

’
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１
１
１
１
１
１

〆

一
・

’
彼
は
「
説
法
」
に
云
ふ
。
「
大
よ
そ
本
を
識
む
場
合
に
は
、
光
一
漣
器
し
た
例
に
比
し
て
駐
ろ
の
は
．
、
と
ん
で
も
な
い
側
述
ひ
で
わ
⑳

づ
作
蒋
が
ど
ん
な
熱
持
で
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
が
肝
要
だ
。
た
』
ろ
。
’
一
侭
施
耐
推
序
に
も
川
様
の
事
濫
の
べ
て
ゐ
ろ
。

と
へ
ぱ
史
記
だ
が
、
“
こ
れ
は
確
か
に
太
史
公
が
漁
腹
の
術
怨
を
發
‐
自
序
一
后
史
に
・
亨
電
「
施
耐
篭
、
未
江
澄
伸
し
て
、
そ
の
沓

し
り
ぞ
・

押
し
川
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
ｃ
老
彼
は
淋
侠
体
や
授
殖
仲
に
題
Ｌ
て
水
狩
と
い
。
奄
之
話
恕
む
の
至
り
、
之
淀
迩
く
る
の
至

に
於
て
僻
に
力
を
こ
め
て
を
ろ
の
だ
。
そ
の
他
の
刎
体
の
中
退
・
り
、
と
も
に
巾
働
を
Ⅲ
じ
う
せ
ざ
る
也
。
而
ろ
に
後
仙
の
何
も
わ

も
、
凡
そ
金
恭
淀
抑
っ
て
人
逓
殺
す
と
い
ふ
や
う
な
事
に
な
る
か
ら
い
が
剛
の
徒
、
謬
り
一
」
加
ふ
ろ
に
忠
誰
の
Ⅲ
と
以
て
す
。
鴫

と
、
彼
は
峨
冬
蛍
嘆
・
し
て
世
か
な
い
。
一
部
の
史
弛
ぱ
、
〈
綏
歎
〃
峡
、
忠
義
に
し
元
水
減
に
在
ら
ん
や
。
：
鍔
：
飛
し
忠
誕
に
し
て
水
｝

〈
人
ノ
畔
一
一
打
ル
所
〉
と
い
ふ
た
回
こ
の
六
字
、
こ
れ
こ
そ
即
ち
《
一
浦
に
在
り
と
せ
ば
、
忠
樋
ば
天
下
の
凶
物
悪
物
延
蕩
か
。
且
つ
水

彼
が
一
生
恩
者
普
Ｅ
ｕ
意
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
水
減
瀞
に
小
心
鍵
あ
り
、
岡
家
に
嬰
推
無
き
か
。
…
…
故
に
か
の
忠
義
と

白
丁
。
‐
つ

体
は
罰
一
」
巾
と
述
鼻
。
施
耐
稚
に
ば
發
抑
せ
れ
ば
な
ら
ぬ
や
う
な
術
以
て
水
瀞
に
予
脅
勺
群
は
、
斯
人
必
ず
《
一
」
の
湫
父
を
地
む
る
の
心

怨
な
ど
は
全
然
腹
の
中
に
持
つ
て
ゐ
な
か
っ
た
。
た
§
飽
媛
無
あ
り
、
察
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
一
○
也
。
Ⅲ
亦
、
宋
江
等
一
間
八
人

、
心
も
の
ど
か
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
つ
れ
づ
れ
な
る
鯉
に
ぱ
、
何
の
鰯
に
し
て
水
流
に
至
り
し
か
を
忠
は
ざ
る
か
。
そ
の
幼

紙
を
仲
べ
兼
か
一
罪
し
、
題
側
を
尋
し
て
八
己
が
幾
多
の
錦
心
誠
、
き
や
、
み
な
射
狼
虎
豹
の
姿
な
り
。
そ
の
朧
な
ろ
や
、
み
な
殺
人

詮
鞠
Ｌ
川
し
た
ま
で
の
こ
と
、
そ
れ
故
そ
の
光
非
は
み
な
聖
人
に
球
践
の
行
な
り
。
そ
の
後
や
、
み
な
峨
朴
刷
川
の
雌
な
り
。
そ
の

恥
〕
一
）

も
と
ろ
こ
と
か
な
い
の
だ
。
後
の
人
が
そ
れ
を
知
ら
す
し
毛
水
卒
や
、
み
な
州
竿
蛎
水
の
賊
な
り
。
王
群
の
作
る
あ
り
て
、
比
し
‐

“
〃
．
旬

／
淵
の
上
に
忠
義
の
二
手
を
加
へ
。
、
途
に
太
史
公
が
彼
逓
發
し
一
』
智
一
』
之
を
排
せ
ん
か
、
期
ぢ
千
人
亦
快
し
と
し
、
測
人
亦
快
し
と
す
〆

の
一
九
一

P
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１
■
■
■
■
■
日
■
日
日
・
■
■
Ⅱ
■
日
■
Ｄ
ｌ
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
■
■
■
■
Ｉ
Ｌ
Ｆ
Ｂ
Ｆ
ｌ

､

〆

ー

、

一

も
．
。

二

一
九
二

＃

ｊ
ｒ
Ｄ

、

為
粁
な
り
。
之
撞
如
何
に
し
て
か
絶
に
亦
末
朝
の
斧
鰄
を
倖
免
す
休
繩
推
却
。
、
」
嚥
俊
錠
辿
、
一
‐
咄
！
触
一
》
捧
辮
唖
辮
鋤
小
心
孤
恢
莱
天

も

込

砕
諦
叩
錘
認
識
蝿
糊
即
臓
柴
一
身
無
罪
、
沌
布
家
私
、
生
爲
大

べ
き
。
彼
の
一
百
八
人
に
し
て
、
来
朝
に
倖
免
す
る
を
得
ん
か
、
！

◆

ひ

用
も
む
、
℃
ｂ
■
も
も
も
も
も
む
ｂ
、
一

將
に
藷
干
面
干
禽
人
の
、
復
た
後
枇
に
試
み
ん
と
思
ふ
者
あ
ら
ざ
求
人
、
死
筋
大
宋
鬼
！
悲
不
提
起
忠
誰
湘
芋
、
今
日
遼
胡
剛
飲
此
‘

ろ
逓
隊
Ｌ
雌
か
ろ
べ
Ｌ
・
耐
稚
之
逓
愛
ふ
る
荷
り
、
辻
に
於
て
兼
‐
一
咋
作
鍬
巍
唯
醗
殖
堤
悲
心
繩
趣
恥
謁
鵡
恥
、
晩
孵
叫
蜘
瀦
加
叩

蠅
処
鵬
叱
臘
！
」
稚
挫
娠
嶬
殖
堤

推
奪
ひ
一
」
仰
花
作
り
、
題
し
て
水
赫
と
い
ふ
。
」
．
〃
．

｛
、

水
赫
か
勝
狸
仰
で
な
い
と
す
れ
ば
、
州
安
以
後
は
當
躰
牒
牧
さ
と
こ
ろ
が
一
‐
競
不
‐
一
以
下
三
十
七
手
は
、
灯
Ⅱ
川
本
で
催
Ⅷ
単
に

れ
い
ば
な
ら
池
わ
け
で
あ
る
。
が
う
し
た
兄
地
か
ら
、
金
聖
歎
は
「
寧
妃
髄
雌
瀧
從
一
と
六
芋
』
ぬ
る
の
み
で
あ
る
。
「
快
絶
ノ
談
、
‐
老

●

、

の

水
流
仰
の
脱
文
孝
一
縦
械
自
在
に
改
剛
袖
繊
し
、
史
に
之
に
批
注
と
側
ヲ
シ
テ
心
死
セ
シ
ム
《
ど
一
足
ル
」
と
金
聖
歎
迩
一
度
ま
で
繰
り

①
Ｇ

Ｉ
と
■
１
，

川
へ
垣
そ
の
意
味
濫
弧
謝
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
そ
の
例
濫
染
げ
返
し
一
』
災
め
て
ゐ
ろ
の
は
、
つ
ま
り
自
分
の
袖
訂
し
た
川
逓
自
焚
・

一
ハ
。
し
て
ゐ
ろ
の
で
あ
っ
て
、
仏
だ
い
低
鍼
な
も
ん
で
あ
る
。
大
抵

一

口

鋪
六
十
一
Ｍ
、
宋
江
は
汁
逓
以
て
脱
俊
我
と
梁
山
に
誘
ひ
寄
せ
「
妙
文
」
と
？
か
「
妙
推
」
と
、
か
い
っ
て
感
歎
之
逓
久
Ｌ
う
し
イ
｝
ゐ
る

、

Ｑ
、

こ
奴
淀
引
冊
め
て
廿
仙
の
地
位
を
鰻
ら
う
と
す
る
時
、
彼
は
忠
義
庭
逓
、
両
冊
川
本
と
参
照
し
て
み
ろ
と
、
必
ず
さ
う
し
た
杣
諏
仙

夕

』

の
語
を
川
ひ
』
弓
↑

虚
な
ん
だ
か
ら
仙
祇
は
な
い
。
：

一
も

、

禰
至
数
巡
、
宋
江
起
身
把
蓋
時
祇
迩
、
「
夜
米
逃
処
州
強
、
、
即
ち
宋
江
は
老
好
で
あ
る
。
忠
謹
を
否
定
す
る
と
す
肌
ぱ
、
首
、

一
口

、
Ｕ

”
幸
望
迩
恕
。
雌
然
山
築
窄
小
、
不
堪
歌
賜
、
員
外
可
看
忠
義
価
の
宋
江
ぱ
必
然
的
に
悪
好
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
金
聖
歎
に

口
ｂ

一
李
之
面
。
群
痙
鈍
癖
窪
鐸
配
権
淺
蠅
準
嘩
罐
恭
辿
怖
脚
談
位
．
よ
れ
ば
末
ぱ
ぱ
人
物
か
ら
云
っ
て
も
下
の
下
で
あ
っ
て
、
か
の
鶏

１
１
１
１
１
１
１
１
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『

、
》

泥
棒
の
鼓
上
蚤
時
遜
あ
た
り
に
比
せ
ら
る
べ
き
小
人
で
あ
る
。
彼

ば
読
法
一
に
「
水
瀞
徳
に
ば
大
殿
正
維
の
虚
あ
り
、
た
蛍
宋
江
を
ば

ノ

深
く
ｊ
く
、
愉
悪
し
、
人
淀
し
て
之
を
見
れ
ば
、
犬
戯
と
雌
も
食
は

β
〃

ざ
る
洸
の
恨
淀
抱
か
し
め
ろ
。
と
こ
ろ
が
従
来
人
は
一
向
そ
の
こ

‐
〆
、
と
矛
一
さ
と
つ
イ
｜
勝
ら
ぬ
。
‐
」
・
と
い
ひ
、
叉
「
水
耕
鱒
ほ
測
り
宋
江

を
恕
む
、
亦
こ
奴
そ
の
渠
魁
を
戯
ぽ
す
の
意
で
あ
る
。
そ
の
像
は

〆
許
し
て
ゐ
る
。
」
と
も
い
ひ
、
鋪
五
十
七
岡
の
評
で
は
「
村
翠
先

生
は
泥
淀
菫
る
め
七
旗
と
な
し
、
宏
を
く
り
ぬ
い
て
眼
と
な
し
て

を
る
も
ん
だ
か
ら
、
水
瀞
仰
を
読
ん
で
宋
江
が
口
に
す
る
所
の

許
多
の
好
諦
駐
見
る
と
、
忽
ち
遮
然
と
し
て
忠
孝
の
二
字
を
以
て

こ
の
老
賊
に
許
し
、
逃
だ
し
き
は
そ
の
許
端
に
之
を
魅
し
て
題
Ⅲ

．
と
定
め
た
り
し
て
淀
る
。
こ
の
軸
は
は
つ
『
き
り
癖
じ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
と
い
っ
て
、
宋
江
の
十
大
不
可
を
列
難
し
、
そ

の
不
・
沁
不
錠
の
縦
賊
た
る
こ
と
と
詳
し
く
誰
明
し
て
ゐ
る
。
か
く

て
雅
江
の
す
る
事
な
す
事
は
悉
し
腹
無
い
魂
脈
あ
っ
て
の
事
と
な

し
、
そ
の
抽
發
ぶ
り
の
辛
辣
さ
は
誠
ん
で
ゐ
て
鵬
が
冷
え
る
ば
か

寺
／

、

産

4』

●

’り
だ
。
宋
江
の
雌
蝶
さ
を
瓢
は
す
露
に
、
彼
は
全
力
を
識
し
莚
餘
｝

◇

さ
ず
、
本
文
還
改
減
す
る
。

一

Ｆ
。

↑
例
へ
ぱ
六
十
七
Ⅲ
、
弛
蓋
が
史
文
恭
の
推
矢
に
あ
た
っ
て
死
ぬ
。

、

亭

叶
、
「
史
文
恭
淀
捉
へ
た
群
を
山
築
の
主
と
す
る
株
に
」
と
辿
言

１

心

す
る
。
そ
の
後
、
宋
江
は
腹
俊
義
と
兵
を
分
っ
て
各
糞
竹
政
巾
を

夕

攻
め
た
と
こ
ろ
史
丈
恭
ば
腹
の
捉
る
所
と
な
っ
た
。
両
什
川
本
一
ぱ

口

辛
！
《
、
●
『

Ｉ

宋
江
派
丁
、
心
中
壼
叩
竺
怒
ｂ
審
粁
榔
嘘
且
外
延
功
、
怒
粁

恨
史
文
恭
射
栽
兆
天
王
、
雛
人
机
兄
、
分
外
眼
脈
。
。
‐
一

ｒ

、

●

と
あ
る
が
、
金
聖
歎
は
之
を
改
め
一
」

一

宋
江
訴
了
、
心
中
一
存
一
慨
。

▲

と
し
て
一
‐
卉
粁
」
以
下
を
制
去
し
、
評
し
て
川
く
、

、

一

一
群
一
慨
、
只
地
山
芋
や
更
不
分
明
。
妙
不
可
需
。

更
に
評
し
て
円
く
、
「
特
く
史
を
談
ま
ざ
る
科
は
、
之
を
疏
し
て

い
は
ん
、
癖
ぶ
と
は
嘘
員
外
が
功
淀
建
て
し
淀
蒋
ぶ
な
り
、
怒
る

と
は
史
文
恭
郷
人
逓
怒
る
な
り
と
。
さ
ぃ
ど
善
く
史
避
誠
む
群
は

烏

口
化

一
九
三
．

１
１

参

心

,

ダ



喝

『
一

Ｆ
－

ｇ

一
九
関

土
を
疏
し
て
い
は
が
、
再
ぶ
と
は
王
獅
子
の
肺
り
来
れ
る
矛
稗
ぶ
ろ
粁
な
し
、
孟
子
の
い
ば
ゆ
ろ
常
堂
も
瀧
寺
ろ
能
は
ず
、
貧
賎
も

な
り
》
、
慨
あ
と
は
玉
睡
麟
の
功
を
立
て
し
牡
悩
る
な
り
と
。
」
漉
す
能
は
す
、
威
武
も
凧
す
る
能
は
す
と
は
、
正
に
彼
に
封
す
る

右
は
た
ご
一
例
に
す
ぎ
ぬ
。
金
聖
歎
は
金
筋
花
通
じ
て
宋
江
の
好
佃
の
批
語
で
あ
昂
と
な
す
。
ど
ん
今
感
太
象
傑
好
沈
で
も
、
畔
と

議
詐
を
あ
ば
き
、
之
焦
蛎
倒
し
て
や
ま
ぬ
。
水
瀞
を
よ
め
ば
誰
し
し
て
銀
子
で
も
っ
て
そ
の
心
↑
〆
買
ひ
ウ
ン
と
云
は
せ
る
こ
と
か
川

専
ロ

も
宋
江
呉
川
の
椛
術
に
鋪
づ
き
、
殊
に
宋
江
の
自
諏
維
だ
し
き
に
来
る
が
、
渦
り
李
達
だ
け
は
銀
子
で
賀
へ
ぬ
と
云
っ
て
ゐ
ぁ
。
ぞ

〃
過
ぎ
、
あ
ま
り
に
も
兄
え
す
い
た
や
う
な
こ
と
竺
一
、
ふ
の
に
一
祁
・
し
工
面
向
い
こ
と
に
は
、
李
逵
は
必
ず
宋
江
の
後
に
接
し
て
川
場

の
嫌
味
遊
感
す
る
。
現
に
李
車
衙
本
で
も
そ
の
事
に
言
及
し
て
ゐ
す
る
。
つ
ま
り
作
粁
は
末
江
の
好
詐
矛
一
痛
恨
す
る
が
故
嶋
と
と
、

一
口

●
・
〃

ろ
。
即
ち
梁
川
油
一
蔦
半
八
人
の
人
物
の
優
劣
症
論
す
る
や
、
李
さ
ら
李
逵
の
桟
誠
逓
以
一
」
之
に
緊
接
せ
し
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
宋
〆

逵
を
以
て
「
梁
山
川
雄
一
鋪
派
佛
」
と
な
し
、
之
に
次
ぐ
は
滴
江
の
悪
を
一
一
肝
よ
く
熟
は
す
と
共
に
、
又
李
逵
ｇ
処
率
さ
を
成
し
・

へ
秀
、
科
建
武
松
等
で
あ
る
。
而
し
て
宋
江
呉
川
に
對
し
て
は
そ
、
た
も
の
で
正
に
こ
れ
一
五
両
の
妙
で
あ
る
。
こ
れ
逓
猫
づ
け
て

壷

の
椛
謀
を
溌
り
、
「
佛
性
漸
減
し
殆
ど
誰
く
」
と
評
し
て
ゐ
る
。
元
川
面
釧
粉
法
一
と
い
ふ
、
と
金
聖
歎
は
大
得
意
で
辮
じ
て
ゐ
ろ
。

金
聖
歎
は
か
う
し
た
老
へ
を
基
に
し
て
、
更
に
之
牡
徹
底
的
に
進
余
坐
数
に
よ
れ
ば
、
水
滞
仰
に
川
ひ
ら
れ
て
ゐ
ろ
文
章
法
に
は

め
て
行
っ
た
ま
で
海
あ
る
。
そ
の
徹
底
と
極
め
た
と
．
こ
ろ
矩
い
か
．
背
面
釧
粉
法
の
外
に
も
津
山
あ
る
。
円
く
、
來
絞
法
、
倒
抑
法
、
〃

に
も
金
聖
歎
の
金
聖
歎
ら
し
い
所
で
あ
る
。
輩
蛇
次
線
法
、
大
落
采
法
、
紬
針
泥
刺
法
、
弄
引
法
、
獺
尾
法
、
§

夕
一

．
金
聖
歎
も
や
ば
り
里
旋
風
を
雛
一
等
の
人
物
と
し
て
強
め
ろ
。
｝
正
犯
法
、
略
犯
法
、
極
不
打
法
、
極
梼
法
、
欲
合
故
縦
法
、
椛
塞

天
眞
鯛
泌
、
山
油
中
の
一
百
七
人
、
一
人
と
し
て
彼
の
眼
中
に
入
断
山
注
、
礎
輝
線
絃
法
等
淀
。
｜
・

夕

ｌ
Ｌ
ｒ
Ｂ
Ｆ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅱ
！
Ⅸ

〆

垂

口



、

’
〆

や

〃

金
坐
欺
の
改
蹴
の
例
を
今
少
し
梁
げ
て
見
る
。
彼
が
奇
絶
だ
の

紗
繩
だ
の
と
い
っ
て
曠
盈
蛍
推
し
て
ゐ
る
所
逓
目
あ
て
に
李
卓
郵
皿

本
と
鋤
照
し
て
み
れ
ば
、
必
ず
彼
自
身
の
改
寛
し
た
文
章
な
ん
だ

か
ら
、
之
を
さ
が
す
の
に
少
し
も
柵
は
折
肌
ぬ
の
で
あ
る
。

鋪
江
川
、
郷
知
深
が
瓦
官
寺
の
倫
を
詰
黄
す
る
一
節
、

．
〃
↑
那
和
尚
便
巡
．
．
「
師
兄
誌
坐
、
雛
小
价
…
：
．
」
燕
鐸
智
深
除

荒
眠
道
：
耐
説
偲
説
。
錘
緋
顎
「
…
：
説
：
在
撫

・
非
、
稔
子
癖
麩
癖
僻
諦
率
堤
奉
群
認
緬
恥
檸
鍛
麺
棒
電
恋
十
分
好

佃
去
腿
、
川
欺
又
旗
、
价
衆
極
多
。
（
後
略
）
」

百
二
十
．
Ⅲ
本
で
は
．
』

「
聰
小
价
諭
。
。
」
智
深
僻
着
眼
逆
．
．
「
纐
説
蝿
説
。
」

那
和
碕
辿
：
「
在
先
徹
寺
、
．
（
以
下
同
じ
ビ

と
あ
る
ば
か
り
。
彼
は
こ
れ
を
來
紋
法
と
命
名
し
て
自
ら
大
い
に

珍
軍
し
て
ゐ
ろ
。

こ
ぃ
と
似
た
や
う
な
の
が
四
十
六
回
に
も
あ
る
。
杜
典
が
主
人

の
李
泌
を
激
す
為
爲
に
い
ふ
言
葉
、

‐

／
戸

p

Wf

ll

'’
一
禰
彪
帆
虎
發
話
逆
：
「
休
要
惹
老
爺
性
發
！
把
彌
那
：
。
：
一
癖
・

こ
り

。
傭
那
李
應
捉
來
、
也
解
去
也
、
却
不
好
砺
突
主
人
名
字
、
忽
然
就
把

偶
那
三
怖
字
Ｔ
收
仕
、
下
又
男
識
一
句
瞳
、
黙
後
或
哉
出
亦
。
妙
筆

ｒ
ｌ
４
ワ
叫
岫
８

Ｆ
ｆ

郡
櫛
小
人
本
不
敢
誰
言
、
澄
被
那
三
佃
寄
生
無
職
、
「
把
●

傭
那
李
：
…
鍼
幟
罰
謝
癖
極
鰯
雲
峠
緬
拙
妙
痕
李
唯
捉
來
、
也

倣
梁
山
泊
弧
適
解
了
去
！
」
唾
捧
塞
癖
福
雌
諦
癖
認
識

と
こ
ろ
が
こ
れ
亦
金
聖
歎
の
改
嵐
で
、
両
二
十
Ⅱ
本
に
は
だ
凹
次

、

〃
の
如
く
あ
る
の
み
だ
。

『
帆
彪
帆
虎
發
話
逝
：
「
体
要
惹
老
爺
性
發
、
把
側
那
李
唯
捉

來
、
也
倣
梁
山
泊
弧
適
解
了
去
！
」
小
人
不
敢
遮
蒲
、
狂
被

、

，
那
三
燗
畜
生
無
総
、
把
束
人
百
般
稚
鮒
。
』

守
等

策
六
十
二
回
や
金
聖
歎
本
に

禰
逓
與
奴
才
倣
奴
才
的
奴
才
！

、
■

と
あ
り
評
し
て
「
几
そ
十
一
字
に
し
壬
二
つ
の
奴
才
の
字
あ
り
、

妙
絶
快
絶
！
」
と
云
う
七
ゐ
ろ
が
、
こ
れ
は
百
二
十
回
本
の

側
這
敗
壊
國
家
審
百
姓
的
賊
！

と
い
ふ
句
に
千
才
一
入
畑
た
ま
で
で
あ
る
参
・
．
、

分
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｣

I
＝

､

垂

1

伺
川
の
名
黙
爺
荏
」
「
美
人
一
丈
背
」
の
語
に
評
し
壬
‐
俗
本
み

、

１
・

も

も

な
之
逓
失
ひ
へ
遂
に
文
章
非
一
し
一
‐
一
少
か
ら
す
色
非
一
制
が
し
む
。
△

と
い
ひ
、
・

■

‐
又
何
阿
金
聖
数
本
に
は
，

〆

蘇
榔
三
魂
失
二
、
七
蝿
剰
一
。
．

、
。とあ
る
に
評
し
て
「
奇
誹
！
」
と
い
へ
ろ
ば
、
百
二
十
例
本
の

〃

轄
得
三
魂
溌
煮
七
晩
幽
だ
。

、

ｆ

と
あ
る
に
朱
淀
入
れ
た
の
で
あ
る
。

Ｃ

Ｇ

六
十
三
Ⅲ
、
金
本
に

三

〃

や

把
澁
儒
打
死
賜
下
。
、
、

と
あ
り
、
評
し
て
「
眞
侭
を
言
は
す
、
つ
ひ
に
打
死
を
絃
す
、
黄

口

信
に
非
ざ
る
や
知
る
べ
き
也
。
俗
本
訓
れ
り
。
」
と
い
ふ
。
し
か

し
百
二
十
Ⅲ
本
で
は
・

ｈ

Ｏ

Ｇ

把
黄
信
打
落
馬
下
。

、

，
と
な
っ
て
ゐ
ろ
の
で
あ
る
。
大
方
こ
の
燕
で
お
潟
。
、
脈
丈
を
勝
手

氣
催
に
改
蹴
し
、
全
く
之
遊
自
家
藥
純
中
の
も
の
と
な
Ｌ
、
さ
う

’

1

、

夕

一
九
大

し
た
上
で
言
び
た
い
放
迦
の
こ
と
と
言
う
七
才
｜
ろ
。
ひ
ど
い
批
評

家
も
あ
っ
た
も
の
で
、
こ
れ
は
内
寒
外
槻
共
に
全
く
從
來
の
も
の

と
而
側
転
異
に
し
た
別
の
一
つ
の
水
狩
仰
と
い
っ
て
よ
恥
。
文
章

１

は
ビ
ー
ン
と
張
っ
て
、
些
か
の
た
る
み
も
な
い
。
緋
紳
的
に
ぱ
著

し
く
近
代
的
一
な
深
刻
さ
を
加
へ
て
ゐ
易
。
こ
れ
ば
も
は
や
批
評
で

少

“

ｇ

は
な
い
。
刎
作
で
あ
昂
。
丘
の
批
評
ば
畑
作
で
な
け
れ
ば
獲
ら

□

ぬ
。
水
淋
仲
吹
雌
後
的
に
金
聖
歎
に
よ
っ
て
作
ら
伽
た
と
い
う
て

剖

口

不
可
は
な
い
。
雌
も
よ
き
水
瀞
仰
は
金
聖
歎
の
水
瀞
仰
で
あ
る
と

〃、
、

い
っ
て
何
等
不
可
は
な
い
と
私
は
儒
す
》
名
一

凸

＝

！

~

一
グ
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